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1 相模湾に生きる

●地曳網
　平塚の海岸は砂浜が長く続くため地曳網に適
し、昭和初期には合わせて 18統もの地曳網が
ありました。現在は、シラス船曳網の影響や乗
組員不足などにより、一統が観光網を操業する
だけになりました。
　地曳網では現在も木造船を用いています。木
造船はＦＲＰの船よりも重く、荒波を受けても
安定感があるためです。大磯や二宮の地曳船と
比べると、平塚の船は船体が大きく、先端のミ
ヨシがせり上がっているのが特徴です。船の形
は、網の規模や対処する波の高さにより漁場ご
とに違いが生じます。
　地曳網はオドシ、ワキアミ、イトアミ、フク
ロなどから構成されており、その構造は海の様
子にあわせて作らないと魚がとれず、漁師たち
が一目ずつ編んで作りました。この網を船に乗
せて沖に出て仕掛け、浜で引きます。網を船で
仕掛ける人や浜で網を引く人など、多くの人手
を必要とする漁です。

地曳網の様子（昭和 30年 山本 登氏 撮影）
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●タタミイワシ
　地曳網では、春から秋にかけてアジ
やサバ、シラス、イワシ、カマスなど
がとれます。シラスはシコイワシ（カ
タクチイワシ）の稚魚で、生シラスを
天日干して作るタタミイワシは平塚市
名産品の一つに数えられており、現在
は船曳網で捕れたシラスを加工してい
ます。明治 16年の全国水産博覧会に
は「相模国大住郡平塚新宿」より『シ
ラス干製造場図式』と題された四葉続
きの絵が出品されており、地曳網の綱
引きやタタミイワシ作りの様子が描か
れています。タタミイワシ作りの場面では、地曳網で捕れたシラスを籠に入れ天秤で担いで運
ぶ漁師や、生シラスを型枠に入れスダレに押し当てて天日干しする様子などが描かれています。
タタミイワシは型枠に入れて干すことから、戦前まではカクボシと呼ばれていました。

●カツオ一本釣り
　カツオは黒潮にのって回遊する魚で、６月になるとジウミと呼ばれる相模湾沿岸にシコイワ
シの群を追って入ってきました。カツオ釣りは、トリヤマといって海上のカツオドリ（オオミ
ズナギドリ）を捜す鋭い眼力を必要としました。カツオドリの下にはカツオに追われたシコイ
ワシが海面にせり上がっており、タモ網でシコイワシをすくってハリに刺し、カツオを一本釣
りにしました。
　シコイワシの群が無いときは、カメに入れておいたシコイワシの生き餌を海へ投げてカツオ
を寄せました。出漁前にハチダ網をかけてシコイワシをとり船に積んだのですが、狭いカメに
イワシを入れておくと数日で死んでしまうため、大島など遠方へ出漁する場合には、イキョと
いう竹籠のイケスにシコイワシを入れて一週間ぐらい海に浮かべておき、イワシを狭い環境に
慣らしてから船に積み出漁しました。
　漁場は七丁櫓の手こぎ船の時代は大島あたりまででしたが、大正時代になると船に動力が積
まれ、カツオの群を追って伊豆沖
から伊豆諸島、八丈島、銚子、勝
浦沖にまで出漁するようになりま
した。機械船になるとしだいに生
き餌は使われなくなり、ブッパ
イと呼ぶ疑似餌を使い、船から水
をまきながら釣るようになりまし
た。一本釣りを行っていた船主は、
昭和 40 年前後に釣り船業などへ
転身していきました。

●定置網
　定置網は大正時代頃から大敷網が使われ、大謀網、猪口網などへ変わっています。大謀網は
ブリ網ともいい、平塚では大正５年から昭和 27年頃まで、冬から春にかけて張られました。
操業には 11 艘の船と 150 人近くもの乗組員を要する大規模な網で、ブリが大漁のときは万
祝という派手な半纏が船方へ配られ祝宴が開かれました。猪口網は、昭和７年から須賀で使わ
れ始め、イワシやアジ、サバを主な対象魚としています。現在も平塚沖に２統の網が張られ、
毎朝水揚げして魚市場へ卸しています。

『シラス干製造図』（国文学研究資料館史料館蔵）

イキョカツオ一本釣り


